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ＪＲ連合青年・女性委員会 議長 堂屋敷 光 

 

 ８月３日（金）、国土交通省鉄道局との勉強会を開

催（ＪＲ連合政策Ｎｅｗｓ第２２５号参照）し、こ

の勉強会に青年・女性委員会を代表し、堂屋敷議長

が出席しました。 

この勉強会はＪＲが抱える政策課題について、Ｊ

Ｒ連合の思いを国政に反映させるべく国会議員や鉄

道行政を所管する立場である鉄道局とお互いの考え

方について意見交換を行う場であり、これまでにも

開催してきているところです。 

 今回の勉強会では「２０１３年予算ならびに税制

改正要望」について行われ、お互いの考え方につい

て等、多くの事項について広範な意見交換を行いま

した。 

 

 また、前段に開催された、ＪＲ連合国会議員懇談

会にも出席（ＪＲ連合政策Ｎｅｗｓ第２２４号参照）

し、九州北部の豪雨に伴う被災路線や、ツアーバス

事故等に関する対応について意見交換を行いました。

特に中期的政策ＰＴの進め方においては、青年層から見た検討課題抽出のために今後も積極的な参画

を推し進めていくことが肝要であり、認識を新たにしました。 

 ＪＲ連合は６月２１日（木）～２２日（金）に開催した「第２１回定期大会」にて、青年・女性委

員会も政策活動について参画していくことを方針としています。明るい将来展望を切り拓く運動を創

っていくためにも、今後も基本組織の取り組みに積極的に参画していきます。 

 


